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必見!  画像診断医のための各種ガイドラインの読み解き方

　日本医学放射線学会の『画像診断ガイドライン』は，2003年に初版が発行されて

から21年が経過しており，最新版は2021年に出版された。現在，2026年の改訂を

目指して執筆が進行中であり，より広く利用されることを念頭に，Web公開やス

マートフォンでの閲覧を優先する方針が採られている。内容については，画像診

断にかかる臨床的な「道しるべ」を示すという基本姿勢は変わらず，従来どおりさ

まざまな疾患の診断や鑑別において推奨される画像検査の指針が提示される予定

である。しかし，画像診断の領域は非常に広く，すべての領域，すべての疾患，

すべてのモダリティを網羅することは困難であり，代表的なものや臨床的に重要

なものに限定されることが避けられない。

　一方で，各領域ごとの診療ガイドラインはさまざまな学会から発出されており，

これらは疫学や予防，診断，治療までをカバーしており，画像診断もこれらに含

まれることが多い。『画像診断ガイドライン』とは異なる立場で，それぞれの領域

のエキスパートが執筆しているため，画像診断医は『画像診断ガイドライン』だけ

でなく，これらの診療ガイドラインについても十分に理解しておく必要がある。

　本号「必見!  画像診断医のための各種ガイドラインの読み解き方」では，『画像

診断ガイドライン』以外の診療ガイドラインに焦点をあて，それぞれの領域のトッ

プランナーによる最新の変更点やトピックス，読影に役立つポイントを画像所見

とともに解説していただいた。各診療ガイドラインを通読することが望ましいが，

その分量は膨大である。本特集では，画像診断に関連する部分に限定し，エキスパー

トの視点から詳細に解説しており，実践的な知識を提供する。これにより，読者

は各領域における画像診断の位置付け，推奨される撮像法，典型的な画像所見，

分類，診断アルゴリズム，治療効果判定法，鑑別の注意点を理解し，明日からの

読影に役立つ知識を得ることができる。また，画像診断医にとって治療法を理解

することも重要であり，本号では診断から治療に至るフローチャートや治療法の

変遷についても取り上げていただいた。

　総じて，本号は画像診断医としてのスキルを向上させるための実践的なガイド

となることを目指している。多様な診療ガイドラインを正確に理解し，それらを

適切に活用することは，患者に最良の医療を提供するために不可欠である。本誌が，

日々の臨床現場における診断と治療に大いに寄与することを期待する。
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